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ミサイル探知情報、日韓が即時共有を検討
米インド太平洋軍を通じて、レーダー情報を相互に提供す
る方針だ。同盟関係にある自衛隊と在日米軍、韓国軍と在
韓米軍は既に、それぞれシステムを接続し、ミサイル情報
を即時共有している。日韓は現在、軍事情報包括保護協定
（ＧＳＯＭＩＡ）に基づき、ミサイル関連情報を事後的に
交換している。(20230101 読売新聞)３月３１日、オバマ米大統領（写真後方）が、安倍晋三首相

と韓国の朴槿恵大統領（左）と会談した。ワシントンで同日
撮影（２０１６年 ロイター／Kevin Lamarque）

北朝鮮の核実験や弾道ミサイル発射が続いた時も日韓関係が米国主導で改善（？）

「IAMD」は、米軍と同盟軍
の「切れ目ない融合」が必要。
米軍と自衛隊が「合金」のよ
うに融合してたたかう＝自衛
隊が米軍の指揮のもとで先制
攻撃の戦争に参加する。

日米韓の弾道ミサイル情報共有訓練

↑ 岸田文雄首相と尹錫悦大統領=2023年3月16日 内閣広報室
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（上）20220802ペロシ訪台

（下）20231008シューマー院内総務北京訪問





新型戦域ミサイル「MRC」(地上発射型トマホーク)

アメリカ海兵隊第1海兵師団第11海兵連隊第2大隊より
無人4輪車両搭載トマホーク



スタンドオフ
･･･相手のミサイルが届かない場所か
ら攻撃
･･･反撃とは言えない

スタンドインフォースは攻撃誘導だけ
ではない
･･･平時から潜入してかく乱や破壊工
作などをする

ミサイルの撃ち合いに耐え抜くこと
･･･抑止力？

シェルターなど国民の保護
･･･えん戦気分が起きないように







•多種類のミサイルを発射できる垂直発射装置を装備した
イージス艦にトマホークミサイルを搭載することは技術
的には可能ですが、「着手」段階でトマホークミサイル
を発射しても、日本領域まで数分で到達する極超音速ミ
サイルが発射されてしまえば空になった基地を攻撃する
ことになります。

•かなり早い段階で「着手」とみなしても、移動式発射機
であれば移動したり隠れたりすれば攻撃は困難になりま
す。

•そのような目標を補足するためにはやはり地上での攻撃
誘導が必要となり、監視衛星や無人偵察機に加え「スタ
ンドインフォース」の出番となるのでしょう。








